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象

卒後 5年 目医師が考える

「プライマリ・ケアの基本的な診療能力」の必要性

としたアンケート調査結横浜市立大学後期研修医を対
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要 旨 :2009年 と2010年 の 1～ 2月 に卒後 5年 目の後期研修医を対象に臨床研修についての質問紙調

査を実施した .

結果 ;226人 中122人 (54%)か ら回答を得た。専門研修のどの分野においても内科,外科の研修は

役に立っており,大部分の医師が基本的診療能力は必要なものであると考えていた .

後期研修医の専門分野別に回答を解析すると,小児科医は小児科,精神科,産婦人科研修の有用性

をより高く評価していた。

平成22年から必修は内科,救急,地域医療研修のみとなった。今後も調査を続け基本的診療能力の

習得するために適切な臨床研修プログラムとはなにかを検討してきたいと考えている。
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がすべての研修医に必修となっていた (図 la).

臨床研修で「基本的な診療能力」を習得後,大部分の

研修医は希望する専門分野で修練を始める
45).卒後 3

年目以降の研修は後期研修,ま たは専門 (医 )研修と呼

称されることが多い。我々の大学病院でも学会認定の専

門医資格取得を専門研修の目標のひとつとして平成18年

から3年間の後期研修制度を運営している。

臨床研修でプログラムされた内容に対して若手医師は

どのように考えているのか.「基本的な診療能力Jは「将

来専門とする分野にかかわらず」必要であると考えてい

るのか。若手医師自身が経験した臨床研修についての評

価は,今後研修プログラムを改善するための重要な情報

となると考え,後期研修医を対象に臨床研修にういて質

問紙調査を行ったのでその結果を報告する.

対  象

平成18年度,お よび19年度に横浜市立大学専門医養成

プログラム(3年間の後期研修)に登録された医師226人 .

はじめに

平成16年に「新医師臨床研修制度」が始まり,臨床医

として働くためには 2年間の臨床研修が必修となった.

臨床研修の基本的理念は「医師としての人格の涵養J

「プライマリ・ケアの基本的な診療能力の習得Jである.

この理念のもと行動 目標,到達 目標が呈示されてい

る1).基本的理念における「プライマリ・ケアJは厚生

労働省独自のもので,本来「プライマリ・ケアJと は息者

が最初に接する医療であるとともに,健康保持や疾病治

療のために,総合的・継続的,かつ全人的に提供される

地域の機能で,地域の中核病院や大学病院などで提供さ

れる 2次, 3次医療とは異なる専門性の高い分野であ

る2,3)。 「基本的診療能力」については「将来専門とす

る分野にかかわらず一般的な診療において頻繁に関わる

負傷又は疾病に適切に対応できる態度・技能・知識」と

説明されている。平成16年から21年までは内科,外科 ,

救急,産婦人科,小児科,精神科と地域保健・医療研修
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